
ブラインドの特徴は、光の調整と同時に、目隠しができること。

　①　昼間、部屋の外側に凸面を向けて使用すると･･･

　　　　　直射日光を遮り、やわらかな光を採り入れることができます。

　　　　　上からの視線を遮ることができます。

　 ②　昼間、部屋の内側に凸面を向けて使用すると･･･

　　　　光をたくさん採り入れることができます。下からの視線を遮ることができます。

　　③　夜、部屋の内側に凸面を向けて使用すると･･･

　　　　　外側に凸面を向けた時に比べ、シルエットが外に写りにくくなります。

　　　　（昼間と部屋の内外の明るさが反対の状態です。上記①の逆と考えると

　　　　　外には光が漏れない、だからシルエットが外には映りにくいという訳です。）

ヨコ型ブラインド

Q,ブラインドの効果的な使い方は？

基本的な操作を見直して、スラット（羽根）の角度を上手に使い分けましょう。


